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３ 要旨
2011年3月11日の津波により、被害を受けた水田の被害状況把握と土壌の経過調査を行った。12月中旬現在、作土

のECは、降雨により除塩が進み低下傾向にあり、水稲の減収を生じる土壌塩分濃度である0.2%を下回る水田も増加して

いる。また、作土のpHは一部地域の水田で低下していた。

(1) 調査地点の概略図を示した(図1)

(2) 5、7、9月に100mmを超える降雨があった。また、3月11日以降の積算降水量は1200mm以上となった(図2)。

(3) 作土の塩分濃度が0.2%を下回ったのは、浸水のみの水田全て、土砂10cm未満の水田8ヶ所中5ヶ所、土砂10cm

以上水田の3ヶ所中1ヶ所だった(表1)。一方、塩分濃度0.2%を超える水田でも、ECは低下傾向にあった(図3)。

(4) 作土の塩分が低くても、土砂は0.2%を上回るところがあった(表1)。pHは、大曲で酸性化していた。このため、鋤き

込む際は石灰資材などの施用が必要になると考えられる(表2)。

図2 降水量の推移と積算降水量

図1 調査地点の概略図 注)矢印は調査時期。

図3 土壌ECの推移
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地図
番号

調査水田名

① 谷地小屋2

② 谷地小屋3

③ 大曲2

④ 大曲3

⑤ 大曲4

⑥ 日下石2

⑦ 日下石3

⑧ 日下石4

⑨ 柚木2

⑩ 柚木3

⑪ 柚木4

⑫ 鹿島2

⑬ 鹿島3
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表1 作土の換算塩分濃度の現状

浸水
土砂流入
(10cm未満)

土砂流入
(10cm以上)

0.2%以上 -
柚木2
新地2
新地3*

大曲4
柚木4*

0.2%未満
大曲2

日下石2

大曲3
日下石3*
日下石4*
柚木3*
鹿島2

鹿島3

換算土壌塩分
(NaCl)濃度（%)

注)・*が付いているのは、土砂の換算塩分濃度も0.2%未満のもの。
・土壌塩分濃度は作土を層別に測定後平均した値で区分けをした。
・換算土壌塩分濃度（%）=(EC-0.0434)/17.755×6

被害程度

表2 土砂と作土pH(H2O)の分布

pH＜4.0 4.0≦pH<5.0 5.0≦pH<6.0 6.0≦pH<7.0

堆積
土砂

大曲4 大曲3 柚木2

日下石3
日下石4
柚木3
柚木4
鹿島2
鹿島3
新地2
新地3

作土 - -

大曲2
大曲3

日下石2
日下石3
柚木2
新地2
新地3

大曲4
日下石4
柚木3
柚木4
鹿島2
鹿島3

注)pHは作土を層別に測定したものを平均した値で区分けをした。

pH(H2O)
土壌




